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ところ ワ ~ク ビ ア 広 島 4階芙 蓉 広島市南区金屋町 1-17 TEL 082)261-8131

講 師 森 田 裕 美 さ ん (中国新聞文化部言己者 )

「生ましめんかな」「ヒロシマというとき」等で知られる詩人栗原貞子は、戦前戦中に、妻であり

母であり女である自分自身の生きづらさを作品に残しています。また「ヒロシマ婦人新聞」を発

行し、「女が社会と共にあるという自覚と同時に社会を動かしていく力を持つたとき、はじめて婦

人と子どもの権利は守られていくでしょう」と訴えました。

栗原貞子の持つフェミニズム性についての取材(2015年 12月 に中国新間において連載)を通

し感じたことを、自分自身の生き方と重ね合わせながら森田裕美記者に語つていただきます。
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2017年国際女性デー広島県集会実行委員会
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